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Column  研究プロジェクト報告
　

二
〇
一
一
年
一
月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
研
究
会
で
は
、
学
校
の

「
入
口
（
入
学
者
と
入
学
試
験
の
動
向
）」
と
「
出
口
（
卒
業
／
修

了
者
の
進
路
動
向
）」
に
着
目
し
て
い
く
必
要
性
が
提
起
さ
れ
た
。

そ
れ
を
う
け
て
、
本
年
度
「
立
教
中
学
校
関
係
資
料
研
究
」
は
、

旧
制
立
教
中
学
校
関
係
資
料
の
目
録
デ
ー
タ
作
成
に
加
え
て
、
昭

和
初
期
在
籍
生
徒
の
進
学
動
向
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
進
学
動
向

分
析
に
あ
た
っ
て
主
な
資
料
と
し
た
の
は
『
各
年
度
上
級
学
校
入

学
者
調
』（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
で
あ

る
。
こ
の
資
料
に
は
、
一
九
二
六
（
昭
一
）
年
か
ら
四
二
年
ま
で

の
氏
名
・
進
学
先
学
校
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
分
析
の
詳
細

と
成
果
に
つ
い
て
は
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
を
参
照
し
て
ほ

し
い
。

　

本
年
度
は
、
年
度
ご
と
の
デ
ー
タ
表
が
作
成
で
き
た
時
点
で
、

そ
れ
ら
を
研
究
員
宛
送
信
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
を
図
っ
た
。

し
か
し
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
研
究
会
そ
の
も
の
は
一
二
月
九
日

に
一
回
開
催
し
た
の
み
と
な
っ
た
。
各
研
究
員
と
も
多
忙
で
は
あ

る
が
、
次
年
度
以
降
は
年
二
～
三
回
程
度
の
研
究
会
開
催
に
よ
る

推
進
を
図
り
た
い
。

　

な
お
、
前
年
度
に
引
き
続
き
伊
藤
俊
太
郎
氏
（
元
立
教
中
学
校

教
諭
、
一
二
五
年
史
編
纂
委
員
）
に
は
、
研
究
推
進
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
。
一
二
年
一
月
に
は
、
池
袋
中
高
史
料
室
に
お
い
て
研

究
員
（
安
達
・
奈
須
・
油
井
原
）
が
伊
藤
氏
よ
り
主
な
所
蔵
資
料

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
折
に
、
新
制
中
学
校
期
の
貴
重
な
資
料
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
確
認
で
き
、
今
後
の
一
五
〇
年
史
編
纂
に
む
け
て
も

重
要
な
機
会
と
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
伊
藤
氏
に
は
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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